
  

２学期が始まり，早くも１ヶ月が過ぎました。 

１・２年生は，部活動の大会や検定での資格取得に向けて，   

気持ちを切り替え，目標を定めて取り組んでいることでし 

ょう。また，受験や採用試験を控えている３年生は，自分 

自身や限られた時間と戦いながら，合格・内定を目指して 

努力を続けていることと思います。 

 さて，今回の進路指導室だよりは，卒業後の進路で大学への進学を考えるうえで，決して避けて

通れない「大学入学共通テスト」と「大学入試制度の変更」についての情報を提供したいと思いま

す。ちなみに，本校からも現在１８名の３年生が「大学入学共通テスト」の出願手続き中です。 

 

 

① 「数学Ⅰ」，「数学Ⅰ・A」の試験時間が 60分から 70分に変更 

会話文形式や ICT 形式，実用形式の問題が加わる。これまで以上に問題を熟読し，考察でき

る力が求められる。 

② 英語のリーディングとリスニングの配点比率が１：１に変更 

リーディングとリスニングのどちらも配点が100点になる。リーディングから発音，文法の

問題が出題されなくなり，すべて「読解」型の問題になる。 

③ マークシート式問題の見直し 

各教科・科目の特質に応じ，より思考力・判断力・表現力を重視した作問となるよう見直し

が図られている。これまでとは異なり，複数選ぶ問題も出題される。 

④  ・ 「国語」，「数学Ⅰ」，「数学Ⅰ・A」について，記述式問題を出題 

・ 英語の４技能（読む・聞く・話す・書く）評価（民間等が実施する資格・検定試験             

の活用） 

上記の２点については，令和３年度からの導入が議論されたが，様々な問題点が考えられる

ことから，現在は白紙の状態である。 

 

 ＜ 対象 ＞ 

  大学（専門職大学及び短期大学）への入学志願者 

＜ 出願 ＞ 

  令和３年９月2７日（月）～10月７日（木） 

  出願希望者には，必要な書類である『受験案内』を，９月初旬にある出願説明会で配布します。 

全出願者の志願票は学校で一括して発送します。 
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＜ 試験実施期日 ＞ 

本試：令和４年１月15日（土）・16日（日），追試：令和４年１月29日（土）・30日（日） 

＜ 時間割 ＞ 

試験日 出題教科・科目 試験時間 

第１日 

地理歴史 

公  民 

「世界史 B」「日本史 B」 

「地理 B」「現代社会」「倫理」 

「政治・経済」「倫理，政治・経済」 

２科目選択     9:30～11:40 

１科目選択    10:40～11:40 

国  語 「国語」 13:00～14:20 

外国語 「英語」 
英語リーディング 15:10～16:30 

英語リスニング  17:10～18:10 

第２日 

理 科 ① 
「物理基礎」「化学基礎」 

「生物基礎」「地学基礎」 
9:30～10:30 

数 学 ① 「数学Ⅰ」「数学Ⅰ・A」 11:20～12:30 

数 学 ② 「数学Ⅱ」「数学Ⅱ・B」 13:50～14:50 

理 科 ② 
「物理」「化学」 

「生物」「地学」 

２科目選択        15:40～17:50 

１科目選択        16:50～17:50 

 

 
社会構造の急速な変革による予見の困難な時代の中で，新たな価値を

創造していく力を育てることが必要である。 

 

 

 

『学力の3要素』を育成・評価することが重要である。 

社会構造の変革 

① グローバル化 

② 少子高齢化 

③ AI 技術の革新 

など 

 

１ 『学力の３要素』とは 

① 知識・技能  

② 思考力・判断力・表現力  

③ 主体性を持って多様な人々と協働して学ぶ態度 

新入試制度は，令和２年度までの入試

が抱えていた課題を克服し，①～③を

多面的・総合的に評価できるように改

善しました。 

 

２ 入試区分の名称変更（試験から選抜へ） 

 ＜変更前＞     ＜変更後＞ 

「AO入試」 → 「総合型選抜」 

「推薦入試」 → 「学校推薦型選抜」 

「一般入試」 → 「一般選抜」 

試験･･･入学・入社・登用などの採否を決めるため，

問題に答えさせたり実技をさせたりして，学

力・知識・能力などを判断・評価すること。 

選抜･･･多数の中から基準・目的に合ったものを選び

抜くこと。 

 

進路指導部からのメッセージ 

 生徒の皆さんは，様々な目標をもって日々の学校生活を送っていることと思います。その目標に

どれだけの強い思いをもって向き合っているのか，誰にも負けない強い気持ちをもち，現段階の自

分の力をしっかりと把握し，高校卒業後の進路実現のために，いち早く行動に移しましょう。 

そのために 


